
　                               
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

９月１日　防災の日と二百十日　～教訓を忘れず心構えを～ 
９月１日は「防災の日」です。この日は、関東大震災（1923・大正１２年９月１日午前１１時５８分、相模トラ

フを震源とするM7.9の地震）が発生した日であり、死者・行方不明者１０万５千余人という大惨事になりま 

した。また、暦の上の「二百十日（にひゃくとおか）」にあたり、台風などの風水害が多い時期でもあります。 

１９５９・昭和３４年９月２６日の伊勢湾台風により甚大な被害を被りました。それらが契機となり、教訓として

一人ひとりの防災対策の重要性を理解してもらおうと制定されました。 ​ ​   

制定後も日本では大地震がおこっています。２０１１・平成２３年３月１１日、M９．０の東日本大震災。２０１６・

平成２８年４月１６日、M7.3の熊本地震。２０２４・令和６年１月１日、M7.6の能登半島地震。２０２６・令和８

年７月２８日、M7.1の熊本地震。教訓を活かせた場面もあれば、複合的な課題もあります。 

　直近では、２０２６・令和８年８月１３日から１４日にかけての千葉豪雨。線状降水帯の発生などにより記録的

な大雨となり、多くの被害をもたらしました。災害はいつどこで起こるか分かりません。地震、台風、豪雨など

自然災害が多い国です。様々な災害に備え、防災対策をしっかりしておきましょう。  
​  

あらためて身の安全について考えよう 
 

　　　法務省の人権擁護機関で掲げている具体的な課題「啓発活動強調事項」の１つに、 

　　「震災等の災害に起因する偏見や差別をなくそう」があります。 ​​ ​  
​ ​ ​ ​  

​​ ​ ​ ■法務省「令和７年度　啓発活動強調事項」より抜粋　 ​ ​  

​　　　（１７）震災等の災害に起因する偏見や差別をなくそう ​ ​ ​  

震災などの大きな災害の発生時において、不確かな情報に基づいて他人を不当に取り扱っ

たり、偏見や差別を助長するような情報を発信したりするなどの行動をとることは、重大な

人権侵害になり得るだけではなく、避難や復興の妨げにもなりかねません。正しい情報と冷

静な判断に基づき、一人一人が思いやりの心を持った行動をとれるよう呼びかけていくこと

が必要です。また、災害対応時においては、男女共同参画の視点を持つことも必要です。 
​ ​ ​  

​ ​ ​  ​ ​ ​  

  災害時には、周囲の人との助け合いやお互いへの思いやりが重要です。高齢者、障害者、要介護者、乳幼児

など配慮や支援が必要な方はいないか、どのような事が必要かなどについて、日頃から考えておくことが大

切です。  また、その人にあった食料や常備薬の準備、普段の健康状況の把握、気象情報の確認を習慣にす

ることなどは、災害時の健康、人の尊厳や命を守ることにつながります。 

　高崎市のホームページから、高崎市のくらしの情報をはじめ、災害時への備えやハザードマップ

などの防災情報をご確認いただけます。自分の身を守るために、日頃から確認しておきましょう。 
​ ​ ​  
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 


